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【緒言】 

 今後、水泳競技の進歩には、情報の力が重要になってくる

と言えるだろう。また、指導者間での情報交換や研修は、高

いレベルで活発に行われていると考えられる。トレーニング

方法やデータ処理、医・科学情報なども、今ではインターネ

ットを通じて交換することは可能であり、現在活用されてい

る。しかし、先行研究により、競泳競技の記録の変遷につい

ての著書や Webサイトでの公表はなされているものの、研究

としてまとめたものは少ない。また、記録の変遷を捉えるこ

とは水泳競技の進歩に役立てることができると考えられる。

そこで本研究では競泳競技の世界記録の変遷について調べ、

その背景を知り、今後の競泳選手の記録向上の基礎的資料と

なることを目的とした。 

 

【方法】 

記録は、スーパースイマーズおよび Swim Newsのサイトに

よって収集し、1957年から 2011年現在までの競泳競技の全

個人種目における男子および女子の世界記録を対象とした。 

 競技の変遷については、記録規約が改正された 1956 年以

降の記録の変遷を分析するため 1956 年以降の記録を取り上

げた。 

 また、世界記録の樹立された中でも大きな変化のあった背

景についても検討した。 

 

【結果及び考察】 

 自由形種目において、男子で最も変遷に影響を与えたのは、

マット・ビオンディとイアン･ソープである。この選手は、

自由形の短距離から長距離まで高い競技力を有する選手で

あった。特に、200m自由形においては 6年間記録を保持して

きた。女子で最も変遷に影響を与えた選手は、フランチス

カ・ファン・アルムジックである。この選手の 200m 自由形

の記録は、8 年もの間破られることはなかった。3 選手の泳

ぎの特徴は酷似しており、肘を高く上げクレーンのように腕

を前にもっていく「ハイエルボー」というストロークが特徴

的で、この泳ぎ方は今現在も受け継がれている。ハイエルボ

ーをすることで、非常に柔軟性あるストロークと力強いキャ

ッチが可能になったのではないかと考えられる。 

背泳ぎ種目において、男子で最も記録変遷において影響を

与えた選手は 1967年から 1975年まで、一度も世界記録を譲

らなかった、ローランド・マッテスである。記録短縮におい

て一番の要因となったのが、“ストローク中に、肘が 90度

に曲がること”である。このストロークは、これまでの腕を

伸展した状態でのストロークに比べ、より力が発揮できため、

記録向上に影響を与えたと考えられる。女子で最も記録変遷

において影響を与えたのは、クリスチナ・エゲルセギである。

この選手が記録したタイムは 17年間更新されることはなく、

保持年数としては競泳競技の個人種目の中では最長である。

この選手の泳ぎの特徴として、技術的なことではなく、手と

足が非常に長く大きな泳ぎが可能になったという、身体的特

徴がこの記録向上に繋がったと考えられる。 

平泳ぎ種目において、男子で記録変遷に影響を与えたのは、

日本の北島康介である。この選手の特徴として、技術力が高

く最も抵抗の少ない姿勢、「ストリームライン姿勢」を作る

のが非常に上手である。技術力の向上が記録向上に繋がった

と考えられる。女子で最も記録変遷において影響を与えた選

手はおらず、女子平泳ぎは、複数の選手により更新されてき

たといえ、年代ごとのルール変更が記録の変動に繋がったと

考えられる。 

バタフライ種目において、男子で最も記録変遷において影

響を与えた選手は、マーク・スピッツであり、世界記録を 7

回も更新した。この選手のキック動作は、第 2キックを強く

行っていることが判明した。つまり、第 1キックよりも、第

2 キックを強く打つことが高い競技力の要因であったと考え

られる。女子で最も記録変遷において影響を与えた選手は日

本の青木まゆみである。1972年に青木まゆみが 1分 03秒 34

の世界記録を樹立した。これは、バタフライを泳ぐ際、「２

ビート泳法」を使用したことが、記録向上に影響したと考え

られる。 

個人メドレー種目において、男子で最も変遷に影響を与え

たのは、マイケル･フェルプスである。2003年に記録を更新

してから、2008年までの間に８回もの世界記録を更新した。

女子で最も変遷に影響を与えたのは、呉艶艶である。この選

手の記録は実に 11年もの間更新されることなく、保持され

続けていた。 

 

【結論】 

各種目の記録の変遷および世界記録の更新の背景につい

て調査した結果、以下の点について把握することができた。          

自由形は技術的進歩よりも水着の性能向上、背泳ぎは力では

なく技術で泳ぐ種目という認識、平泳ぎはルールの改正およ

び泳法の改良、バタフライはキック動作における強弱の変化、

個人メドレーは 4泳法ルールや技術の変化等、それぞれの種

目の特徴を捉えることができ、今後の記録向上に役立つ資料

を得ることができた。 


